
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸収合併に関する事後開示書面 
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株式会社フォーシーズ HD 
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 株式会社フォーシーズ HD 

 代表取締役 天童 淑巳 

 

吸収合併に係る事後開示書面 

 

当社は、令和３年 1０月８日付けで合同会社アロマ（以下「アロマ」という。）、との間で締

結した吸収合併契約（以下「本吸収合併」という。）に基づき、令和４年１月１日を効力発

生日として、当社を吸収合併存続会社、アロマを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行いま

した。 本吸収合併に関し、会社法第 801 条第１項及び会社法施行規則第 200 条に定める事

項は下記のとおりです。  

 

１． 吸収合併が効力を生じた日  

令和４年１月１日  

 

２． 吸収合併消滅会社における差止請求、反対株主の買取請求、新株予約権買取請求及び

債権者の異議に関する手続の経過  

（１）差止請求  

吸収合併消滅会社は、合同会社であったため、差止請求は適用されません。 

（２）反対株主の買取請求  

 吸収合併消滅会社は、合同会社であったため、反対株主の買取請求は適用されませ

ん。 

（３）新株予約権買取請求  

       吸収合併消滅会社は、合同会社であったため、新株予約権を発行しておりませんの

で、該当事項はありません。  

（４）債権者の異議  

       吸収合併消滅会社は、令和３年 10 月 29 日付で官報に公告を行うとともに、同日付

けで電子公告を行いましたが、異議を述べた債権者はありませんでした。  

 

３． 吸収合併存続会社における差止請求、反対株主の株式買取請求及び債権者の異議に関

する手続きの経過  

（１） 差止請求  

吸収合併存続会社に対して、吸収合併の差止請求をした株主はありませんでした。  

（２） 反対株主の買取請求  



当社は、令和３年 11 月 19 日より電子広告を行いましたが、株式買取請求行使期

限までに、株主からの株式買取請求はありませんでした。  

（３） 債権者の異議  

吸収合併存続会社は、令和３年 10 月 29 日付で官報に公告を行うとともに、令和

３年 11 月 19 日付で電子公告を行いましたが、異議を述べた債権者はありません

でした。  

 

４． 吸収合併により吸収合併存続会社が吸収合併消滅会社から承継した重要な権利義務に

関する事項 当社は、効力発生日をもって、吸収合併消滅会社の資産、負債及びその他

の権利義務の一切を承継しました。  

 

５． 会社法第 782 条１項の規定により吸収合併消滅会社が備え置いた書面  

別紙のとおりです。  

 

６．会社法 921 条の変更の登記をした日  

令和４年１月４日 

 

７． その他吸収合併に関する重要な事項  

該当事項はありません。  

以 上 



【別紙】





















個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関係会社株式 移動平均法による原価法を採用しております。

（２）固定資産の減価償却の方法
有形固定資産 定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以後に取得する

建物附属設備については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ４～15年

（３）引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案
し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当事業年度負担
額を計上しております。

ハ．株主優待引当金 株主優待制度に伴う支出に備えるため、発生すると見込まれる額を合理
的に見積り計上しております。

（４）消費税等の会計処理
　 消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
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２．貸借対照表に関する注記
（１）担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産
定期預金 50,059千円

② 担保に係る債務
長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む） 50,059千円

　
（２）保証債務

次の会社の金融機関からの借入債務に対し、保証を行っております。
株式会社Ｃｕｒｅ（子会社） 140,001千円
クレイトン・ダイナミクス株式会社 100,000千円

（３）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）
短期金銭債権 1,454千円
短期金銭債務 35千円

　
（４）有形固定資産の減価償却累計額 12,309千円

　
　

３．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高
売上高 365,640千円
営業取引以外の取引による取引高 6,896千円
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４．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び数

　

株式の種類 当事業年度期首
株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数

普 通 株 式 191,590株 290株 1,500株 190,380株
（変動事由の概要）
単元未満株式の買取による増加 290株
単元未満株式の売却による減少 ―株
新株予約権行使による減少 1,500株

　
　

５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（繰延税金資産）
税務上の繰越欠損金 79,453千円
その他 238,861千円
繰延税金資産小計 318,314千円

評価性引当額 △315,221千円
繰延税金資産合計 3,093千円

（繰延税金負債）
建物造作物（資産除去債務） △4,108千円
その他 △209千円
繰延税金負債合計 △4,317千円
繰延税金負債の純額 △1,224千円
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６．関連当事者との取引に関する注記
（単位：千円）

　

種類 会社等の名称
議決権等
の所有

（被所有）
割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 ㈱フェヴリナ
所有
直接
100％

経営指導
資金の援助
役員の兼任

経営指導料等
の 受 取 （注）
１

219,000 － －

貸付金の回収
（注）２ 19,999

関係会社
長期貸付金
（注）２

331,666

利息の受取
（注）２ 2,184 － －

子会社 ㈱Ｃｕｒｅ
所有
直接
100％

経営指導
資金の援助
債務保証

経営指導料等
の 受 取 （注）
１

101,040 － －

貸付金の回収
（注）２ 34,791

関係会社
短期貸付金
（注）２

85,505

利息の受取
（注）２ 4,027

関係会社
長期貸付金
（注）２

139,719

銀行借入に対
する債務保証
（注）３

140,001 － －

子会社 ㈱ＨＡＣＣＰジ
ャパン

所有
直接
98％

資金の援助
役員の兼任

経営指導料等
の 受 取 （注）
１

600 － －

貸付金の回収
（注）２ －

関係会社
短期貸付金
（注）２

100,000

利息の受取
（注）２ 683 － －
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取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．経営指導料等に関しては、毎期交渉の上決定しております。

２．資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担保は受け入
れておりません。

３．当社は、株式会社Ｃｕｒｅの銀行借入に対して債務の保証を行っております。なお、保証料は受取っ
ておりません。

　

７．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産額 93円43銭
（２）１株当たり当期純損失 46円27銭
　
　

８．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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